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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刃部を一端側に有するとともに指環部を他端に有する第１及び第２の刃体をその各々の
中途部に形成された貫通穴に枢軸を嵌挿して互いに回動可能に連結することにより上記両
指環部の接近・離間動作による上記両刃体の刃部側の開閉動作を可能にする鋏の枢軸構造
であって、
　上記両刃体の一方の貫通穴開口周縁には、座繰り部が形成され、
　上記枢軸の各端部には、鍔状をなす第１及び第２頭部が設けられ、
　上記座繰り部には、上記枢軸に巻装した状態のコイルバネが装着され、
　該コイルバネは、上記第１頭部が他方の刃体における貫通穴開口周縁に接する状態で、
一端が上記第２頭部に接するとともに他端が上記座繰り部の穴底に接してその付勢力によ
り上記一方の刃体を上記他方の刃体に密着させ、
　上記第２頭部の刃体側には、上記コイルバネの一端側を上記枢軸の径方向外方に押し拡
げるテーパ状の押え部が形成され、
　上記座繰り部の開口周縁には、上記第２頭部の刃体側が押し付けられる環状突条部が突
設されていることを特徴とする鋏の枢軸構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の鋏の枢軸構造において、
　上記枢軸には、断面多角形の角軸部が設けられ、
　上記一方の刃体の貫通穴における上記座繰り部を除く部分は、上記角軸部に対応する位
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置となっていて、その断面形状が上記角軸部の断面形状に対応する同じ多角形であること
を特徴とする鋏の枢軸構造。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の鋏の枢軸構造において、
　上記座繰り部には、円筒状のスリーブが嵌挿され、該スリーブの上記座繰り部から飛び
出している部分が上記環状突条部を構成していることを特徴とする鋏の枢軸構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１及び第２の刃体をその各々の中途部に形成された貫通穴に枢軸を嵌挿し
て互いに回動可能に連結してなる鋏の枢軸構造、とりわけ理髪用鋏に適した枢軸構造に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、第１の刃体１及び第２の刃体２をその各々の中途部に形成された貫通穴７，９
に枢軸３を嵌挿して互いに回動可能に連結してなる従来の理髪用鋏の枢軸構造を示す。第
１及び第２の刃体１，２の各貫通穴７，９にはそれぞれ座繰り部４，５が形成され、第１
の刃体１の座繰り部４には、上記枢軸３に巻装された状態のコイルバネ６が装着される一
方、第２の刃体２の座繰り部５には、玉軸受８が嵌着されている。そして、上記貫通穴７
の上記座繰り部４を除く部分は、横断面が正方形をなし、上記貫通穴９の上記座繰り部５
を除く部分は、横断面が円形状をなしている。
【０００３】
　上記枢軸３の中央部分は、横断面が正方形の角軸部３ｂとなっていて、上記各貫通穴７
，９に上記枢軸３を嵌挿すると、上記角軸部３ｂが貫通穴７の座繰り部４を除く角穴部分
に嵌合して上記第１の刃体１と回転一体となる一方、貫通穴９の座繰り部５を除く円穴部
分に遊嵌すると共に上記玉軸受８の内周面に接して上記第２の刃体２に対して回転自在と
なっている。
【０００４】
　また、上記枢軸３の軸心方向一端には、鍔状のヘッド３ａが設けられる一方、上記枢軸
３の軸心方向他端には、ネジ１２がねじ込まれるようになっていて、ネジ１２のヘッド１
２ａが上記玉軸受８のインナーレースに接する（インナーレースを押える）状態で、上記
コイルバネ６の一端が上記ヘッド３ａに接するとともに他端が上記座繰り部４の穴底に接
してその付勢力により第１の刃体１の枢軸周縁部を第２の刃体２の枢軸周縁部に密着（弾
着）させ、これにより、刃部（刃先）同士を密着させている。こうしたコイルバネを備え
た鋏の枢軸構造が下記特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１７５２０３号公報（図８、図９）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図１に示す枢軸構造において、枢軸３の角軸部３ｂは第１の刃体１における貫通穴７の
角穴部分に若干の遊びを存して嵌挿されているため、鋏の開閉操作を行う際、図２に示す
ように、第１の刃体１が第２の刃体２に対して傾いて両刃部（刃先）が互いに離間し、例
えば、理髪用鋏では刃部間に髪の毛が食い込んで鋏のスムースな開閉や切れ味を損ない易
い。
【０００７】
　本発明は、図１に示すようなコイルバネを備えたタイプの鋏の枢軸構造における上記の
問題を解消することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明は、貫通穴の角穴部分と角軸部との間に若干の隙
間があっても一方の刃体に対して他方の刃体が傾かないよう工夫を凝らしたことを特徴と
する。
【０００９】
　具体的には、刃部を一端側に有するとともに指環部を他端に有する第１及び第２の刃体
をその各々の中途部に形成された貫通穴に枢軸を嵌挿して互いに回動可能に連結すること
により上記両指環部の接近・離間動作による上記両刃体の刃部側の開閉動作を可能にする
鋏の枢軸構造を対象とし、次のような対策を講じた。
【００１０】
　すなわち、第１の発明では、上記両刃体の一方の貫通穴開口周縁には、座繰り部が形成
され、上記枢軸の各端部には、鍔状をなす第１及び第２頭部が設けられ、上記座繰り部に
は、上記枢軸に巻装した状態のコイルバネが装着され、該コイルバネは、上記第１頭部が
他方の刃体における貫通穴開口周縁に接する状態で、一端が上記第２頭部に接するととも
に他端が上記座繰り部の穴底に接してその付勢力により上記一方の刃体を上記他方の刃体
に密着させ、上記第２頭部の刃体側には、上記コイルバネの一端側を上記枢軸の径方向外
方に押し拡げるテーパ状の押え部が形成され、上記座繰り部の開口周縁には、上記第２頭
部の刃体側が押し付けられる環状突条部が突設されていることを特徴とする。
【００１１】
　第２の発明では、第１の発明において、上記枢軸には、断面多角形の角軸部が設けられ
、上記一方の刃体の貫通穴における上記座繰り部を除く部分は、上記角軸部に対応する位
置となっていて、その断面形状が上記角軸部の断面形状に対応する同じ多角形であること
を特徴とする。
【００１２】
　第３の発明では、第１又は第２の発明において、上記座繰り部には、円筒状のスリーブ
が嵌挿され、該スリーブの上記座繰り部から飛び出している部分が上記環状突条部を構成
していることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によると、座繰り部に装着されるコイルバネは枢軸のテーパ状押え部で径方向外
方に押し拡げられて座繰り部内周面に押付けられ、これにより枢軸がコイルバネを介して
一方の刃体と一体化されるので、枢軸部分でのガタ付きが防止されると共に、使用時に両
刃部（刃先）が互いに離間するのを防止し、理髪用鋏では使用時に両刃部間に髪の毛が食
い込むのが防止されてスムースな鋏捌きをすることができ、切れ味が維持される。
【００１４】
　また、刃体の肉厚は理髪用鋏の場合、大体３ｍｍ程度と薄く、座繰り穴も２ｍｍ程度と
深くできないが、座繰り部の穴縁に環状突条部を形成することにより深さが増し、座繰り
部に納められるコイルバネを所望な長さに長くすることができると共に、枢軸の頭部が押
付けられることにより、環状突条部に集中荷重が掛かり、該環状突条部への応力集中によ
り刃部同士を密着させ、該刃部の浮き上がりを確実に防止することができる。
【００１５】
　また、環状突条部を座繰り部の穴周縁に嵌挿されるスリーブにより形成することで、環
状突条部の形成が容易に行え、また環状突条部の突出高さの変更も容易に行える。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】鋏の枢軸構造の従来例を示す断面図である。
【図２】刃部が開くように刃体が傾いたときの状態を示す図１相当図である。
【図３】本発明の実施形態１に係る鋏の枢軸構造の示す断面図である。
【図４】本発明の実施形態２に係る図３相当図である。
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【図５】本発明の実施形態３に係る図３相当図である。
【図６】本発明の実施形態４に係る図３相当図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態の鋏の枢軸構造について図面により説明する。
《発明の実施形態１》
　図３は、本発明の実施形態１に係る鋏の枢軸構造を示す。上記鋏は、刃部（図示せず）
を一端側に有するとともに指環部（図示せず）を他端に有する静刃２１（第１の刃体）及
び動刃２２（第２の刃体）を備え、該静刃２１及び動刃２２の中途部が枢軸２３で互いに
回動可能に連結され、両指環部を接近・離間させるとそれに伴って静刃２１、動刃２２の
刃部側が開閉するようになっている。
【００１８】
　上記枢軸２３の軸心方向一端には、当該枢軸２３の径方向外側に拡がるヘッド２３ａ（
第２頭部）が設けられ、該ヘッド２３ａの枢軸２３軸心方向他端側（静刃２１側）には、
上記枢軸２３の軸心方向他端側に行くにつれて次第に縮径するテーパ面２３ｃ（押え部）
が形成されている。
【００１９】
　一方、上記枢軸２３の軸心方向他端には、ヘッド３１ａ（第１頭部）を有する止ネジ３
１が動刃２２側からねじ込み可能となっていて、上記枢軸２３は、当該枢軸２３の軸心方
向他端に止ネジ３１をねじ込むことで、その両端に鍔状部分が設けられるようになってい
る。
【００２０】
　また、上記枢軸２３の中途部には、横断面が正方形の角軸部２３ｂが設けられている。
【００２１】
　上記静刃２１の中途部（枢軸部分）には、上記枢軸２３を嵌挿可能な貫通穴２６が貫通
形成されている。
【００２２】
　該貫通穴２６の反動刃２２側における開口周縁には、横断面が円形状の座繰り部２４が
形成され、該座繰り部２４には、コイルバネ２７が装着されている。
【００２３】
　上記貫通穴２６の上記座繰り部２４を除く部分は、その断面形状が上記角軸部２３ｂの
断面形状と同じ正方形であり（角穴部分）、上記貫通穴２６に上記枢軸２３を嵌挿した際
、上記角軸部２３ｂに対応する位置になって当該角軸部２３ｂが嵌合し、上記枢軸２３と
上記静刃２１とが回転一体になるようになっている。
【００２４】
　一方、上記動刃２２の中途部（枢軸部分）には、上記枢軸２３が嵌挿可能な貫通穴２８
が貫通形成されている。
【００２５】
　該貫通穴２８の反静刃２１側における開口周縁には、横断面が円形状の座繰り部２５が
形成され、上記貫通穴２８の上記座繰り部２５を除く部分は、その断面形状が円形状とな
っている（円穴部分）。
【００２６】
　また、上記座繰り部２５には、略円盤状の玉軸受２９が嵌着されている。
【００２７】
　上記角軸部２３ｂは、上記貫通穴２８に上記枢軸２３を嵌挿した際、上記貫通穴２８に
遊嵌するとともに上記玉軸受２９のインナーレースに接するようになっていて、上記枢軸
２３が上記動刃２２に対して回転自在となるようになっている。
【００２８】
　そして、上記静刃２１の貫通穴２６と上記動刃２２の貫通穴２８を合わせ、且つ、上記
静刃２１の座繰り部２４にコイルバネ２７を装着した状態で、上記枢軸２３を静刃２１側
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から上記コイルバネ２７の内部を通過させつつ上記貫通穴２６，２８に順に嵌挿させると
ともに上記枢軸２３の軸心方向他端に止ネジ３１をねじ込むと、上記コイルバネ２７は、
上記ヘッド３１ａが玉軸受２９のインナーレース（貫通穴２８開口周縁）に接する状態で
、一端が上記ヘッド２３ａに接するとともに他端が上記座繰り部２４の穴底に接してその
付勢力により上記静刃２１を動刃２２に密着(弾着)させるようになっている。その際、上
記ヘッド２３ａのテーパ面２３ｃは、上記コイルバネ２７の一端側を上記枢軸２３の径方
向外側に押し拡げることで上記座繰り部２４の内周面に押し付けて上記枢軸２３と上記静
刃２１とを上記コイルバネ２７を介して一体化させている。
【００２９】
　尚、止ネジ３１のヘッド３１ａは、玉軸受２９のインナーレースに接して（インナーレ
ースを押さえて）玉軸受２９の座繰り部２５からの抜け出し防止を行っている。
【００３０】
　以上より、本発明の実施形態１によると、座繰り部２４に装着されるコイルバネ２７の
一端側は枢軸２３のテーパ面２３ｃで径方向外方に押し拡げられて座繰り部２４内周面に
押付けられ、これにより枢軸２３がコイルバネ２７を介して静刃２１と一体化されるので
、枢軸部分でのガタ付きが防止されると共に、使用時に両刃部（刃先）が互いに離間する
のを防止し、理髪用鋏では使用時に両刃部間に髪の毛が食い込むのが防止されてスムース
な鋏捌きをすることができ、切れ味が維持される。
《発明の実施形態２》
　図４は、本発明の実施形態２の鋏の枢軸構造を示す。実施形態２の枢軸構造は、静刃２
１の貫通穴２８周りの構造が実施形態１と異なっていて、その他は同じであるので、異な
る部分を詳細に説明する。
【００３１】
　上記座繰り部２４内周面の反動刃２２側は、動刃２２側より外側に位置しており、上記
座繰り部２４の反動刃２２側には、円筒状のスリーブ３３が嵌挿されている。
【００３２】
　該スリーブ３３の内周面は、上記座繰り部２４内周面の動刃２２側と面一になっていて
、上記スリーブ３３の反動刃２２側は、上記座繰り部２４から飛び出して本発明の環状突
条部３４（リブ）を構成している。
【００３３】
　以上より、本発明の実施形態２によると、静刃２１及び動刃２２の肉厚は理髪用鋏の場
合、大体３ｍｍ程度と薄く、座繰り部も２ｍｍ程度と深くできないが、上記スリーブ３３
による環状突条部３４の突出量分だけ、座繰り部２４の深さが増すので、必要な長さのコ
イルバネ３５を座繰り部２４に確実に納めることができる。
《発明の実施形態３》
　図５は、本発明の実施形態３の鋏の枢軸構造を示す。実施形態３の枢軸構造は、枢軸３
６の一部構造が実施形態２と異なっていて、その他は同じであるので、異なる部分を詳細
に説明する。
【００３４】
　上記枢軸３６のヘッド３６ａ（第２頭部）外周部分における静刃２１側には、テーパ面
３６ｃに連続する平坦面が形成され、上記スリーブ３３の環状突条部３４に上記ヘッド３
６ａの平坦面が押し付けられるようになっている。そして、止ネジ３１のねじ込み動作に
より枢軸３６を動刃２２側に押し込むと、ヘッド３６ａが環状突条部３４を押し込むこと
で集中荷重による応力集中が生じて静刃２１及び動刃２２の刃部同士が密着され、刃部（
刃先）の浮き上がりを防止することができる。
【００３５】
　また、環状突条部３４を座繰り部２４に嵌挿されるスリーブ３３により形成することで
、環状突条部３４の形成が容易に行え、また環状突条部３４の突出高さの変更も容易に行
える。
《発明の実施形態４》
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　図６は、本発明の実施形態４の鋏の枢軸構造を示す。実施形態４の枢軸構造は、枢軸４
２の一部構造が実施形態３と異なっていて、その他は同じであるので、異なる部分を詳細
に説明する。
【００３６】
　実施形態４では、枢軸４２を動刃２２側から貫通穴２８、２６に嵌挿するようになって
いて、枢軸４２の角軸部４２ｂが貫通穴２６の座繰り部２４を除く部分に嵌合するように
なっている。
【００３７】
　上記枢軸４２の軸心方向他端には、ヘッド４１ａを有する止ネジ４１がねじ込まれ、上
記ヘッド４１ａの静刃２１側には、当該静刃２１側に行くにつれて次第に縮径するテーパ
面４１ｃ（押え部）が形成されている。
【００３８】
　そして、上記ヘッド４１ａ外周部分の静刃２１側には、テーパ面４１ｃに連続する平坦
面が形成され、上記スリーブ３３の環状突条部３４に上記ヘッド３６ａの平坦面が押し付
けられるようになっていて、止ネジ４１のねじ込み動作により止ネジ４１を動刃２２側に
押し込むと、ヘッド４１ａが環状突条部３４を押し込むことで集中荷重による応力集中が
生じて静刃２１及び動刃２２の刃部同士が密着され、刃部（刃先）の浮き上がりを防止す
ることができる。
【００３９】
　以上より、本発明の実施形態４によると、実施形態３とは逆に、枢軸４２の止ネジ４１
が静刃２１側に位置する構造であっても、実施形態３と同様の効果を得ることができる。
【００４０】
　尚、本実施形態４の止ネジ４１は、実施形態１～３の枢軸２３、３６のヘッド２３ａ、
３６ａのような形態であってもよい。
【００４１】
　また、各実施形態１～４では、動刃２２の座繰り部２５に玉軸受２９が嵌着され、動刃
２２を枢軸２３、３６、４２に軸支しているが、玉軸受２９に代え、滑り軸受にしてもよ
く、また止ネジ３１、４１を枢軸２３、３６、４２の軸端にねじ込む代わりに、枢軸２３
、３６の軸端部にネジを切り、該ネジ部を動刃２２より突出させて、突出部分にナットを
ねじ込んで固定するか、或いはナットにテーパ状の押え部を形成し、枢軸２３、３６、４
２の軸端部に切ったネジに押え部を備えたナットをねじ込むようにしてもよい。枢軸２３
、３６、４２を滑り軸受に軸支させ、枢軸端のネジ部にナットをねじ込むようにするか、
或いは図６に示す実施形態４において、玉軸受２９を滑り軸受にすれば、動刃２２の座繰
り部２５は不要となる。
【００４２】
　さらに、本発明の実施形態１～４では、角軸部２３ｂ、４２ｂの横断面形状が正方形で
あるが、その他の多角形状であってもよい。
【００４３】
　上記各実施形態１～４の枢軸構造は理髪用鋏の枢軸構造に用いられるが、これ以外に例
えば洋裁用鋏等に用いることもできる。
【符号の説明】
【００４４】
２１　　　　静刃（第１の刃体）
２２　　　　動刃（第２の刃体）
２３、３６、４２　　　　枢軸
２３ａ、３６ａ、４１ａ　　　　ヘッド（第２頭部）
２３ｃ、３６ｃ、４１ｃ　　　　テーパ面（押え部）
２４、２５　　　　座繰り部
２６　　　　貫通穴
２７、３５　　　　コイルバネ
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２８　　　　貫通穴
２９　　　　玉軸受
３１、４１　　　　止ネジ
３１ａ　　　　ヘッド（第１頭部）
３３　　　　スリーブ
３４　　　　環状突条部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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